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（６）道路密度による評価

都市計画道路見直し後の道路密度は、住宅用途地域の道路密度が３．９㎞／k㎡、商業用途地域の道
路密度が８．０㎞／k㎡、工業用途地域の道路密度が４．０㎞／k㎡、全体用途地域の道路密度が４．３㎞
／k㎡と算出されており、いずれも標準的な道路密度を上回ることから、見直し後の将来道路網において
は道路密度に支障は生じません。

道路密度水準のイメージ

※上図において都市幹線街路（太い線）で囲まれた区域（黄色部分）における幹線道路網密度は

４ｋm/k㎡ となります。（外枠道路は他の区域とも接するため、計算上2で除します）

道路延長：外部 （4㎞÷2）＝2㎞、内部 1㎞＋1㎞＝2㎞ 計4㎞

面積：1㎞×1㎞＝1k㎡

都市計画マニュアルによる都市計画道路網密度の概念図

参考資料：実務者のための都市計画マニュアルⅡ 都市施設・公園緑地編 6都市交通施設
（社）日本都市計画学会編
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道路密度検討にあたっての地域区分

（現在の用途地域をおよそ１k㎡ごとに区分し、区分内の幹線道路密度を算出）
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各地域における道路密度一覧表

住居系 0.7 2.3 住居系 2.3 2.3
商業系 5.8 7.0 商業系 7.1 7.0
工業系 8.3 2.3 工業系 5.8 2.3
計 2.0 2.6 計 3.3 2.6

住居系 0.0 2.3 住居系 4.7 2.3
商業系 － 7.0 商業系 12.5 7.0
工業系 2.8 2.3 工業系 0.6 2.3
計 1.2 2.6 計 3.3 2.6

住居系 4.4 2.3 住居系 － 2.3
商業系 － 7.0 商業系 － 7.0
工業系 21.7 2.3 工業系 4.1 2.3
計 4.7 2.6 計 4.1 2.6

住居系 1.6 2.3 住居系 6.5 2.3
商業系 － 7.0 商業系 10.0 7.0
工業系 2.7 2.3 工業系 4.7 2.3
計 2.1 2.6 計 8.1 2.6

住居系 3.5 2.3 住居系 2.5 2.3
商業系 13.6 7.0 商業系 24.6 7.0
工業系 7.8 2.3 工業系 0.5 2.3
計 4.2 2.6 計 2.5 2.6

住居系 2.7 2.3 住居系 2.8 2.3
商業系 － 7.0 商業系 － 7.0
工業系 － 2.3 工業系 － 2.3
計 2.7 2.6 計 2.8 2.6

住居系 2.6 2.3 住居系 － 2.3
商業系 6.9 7.0 商業系 － 7.0
工業系 0.4 2.3 工業系 0.0 2.3
計 3.1 2.6 計 0.0 2.6

住居系 4.6 2.3 住居系 1.6 2.3
商業系 5.6 7.0 商業系 － 7.0
工業系 14.9 2.3 工業系 － 2.3
計 5.1 2.6 計 1.6 2.6

住居系 4.3 2.3 住居系 3.9 2.3
商業系 － 7.0 商業系 8.9 7.0
工業系 6.2 2.3 工業系 4.0 2.3
計 4.8 2.6 計 4.3 2.6

17

13

14

15

16

全体

10

11

12

№ 用途分類
見直し時
道路網密度
（km/km2）

滝川圏の
標準的な値
（km/km2）

見直し時
道路網密度
（km/km2）

№ 用途分類
滝川圏の
標準的な値
（km/km2）

9

1

2

7

8

3

4

5

6
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③道路断面構成の検討

道路や歩道幅員の「変更」を検討する路線（区間）については、道路構造令や北海道が策定する道路

事業設計要領等に基づきながら、自転車・歩行者ネットワークの形成にも配慮した適切な道路断面（幅

員）構成について検討します。

また、将来の沿道土地利用や交通量に対応し、現計画の道路断面（幅員）への拡幅が必要ない場合は、

停車帯や歩道などの幅員を変更するなどの検討を行います。



- 36 - 
 

５ 見直し検討路線の方向性

４見直しの進め方 に基づき検討した結果、各路線（区間）の整備方向性については別表のとおりとしま

す。 また、見直し方向性を踏まえた将来の都市計画道路網は下図のとおりとなります。

将来都市計画道路網図

（見直し検討の方向性に基づく都市計画道路網）
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見直し検討路線（区間）の整備方向性

路
線
Ｎｏ

区間
整備方向性
及び計画変
更内容

路線の必要性検証
計画変更・廃止・存続区間の

現況断面
計画変更・新設・存続断

面
交通量
（混雑度）

①
中
央
通

空知町2
～

花月町2

存続
（整備済）

当該区間は整備済である
が、近接する住宅地や工業
地と中心市街地及び幹線道
路とのアクセス路線の確保
が必要。

現況道路幅員：20.0ｍ
代表的な断面

3,500 3,500

1,500 1,500

2,000 2,0003,000 3,000

20,000

－

【現況】
2,000台／
日（0.29）

【将来】
4,158台／
日（0.58）

花月町2
～

明神町3

計画変更
（計画幅員

30.0ｍを 20.0
ｍに変更）

当該路線は中心市街地
の外郭を形成すること、ま
た、近隣には老人福祉施設
や学校などが点在しており、
バリアフリー化を含め安定し
た歩行空間を確保する必要
があることから、道路幅員を
現道用地内の20.0mに変更
し整備を図る方向で検討を
進める。

現況用地幅員：20.0ｍ
現況道路幅員：16.0～18.5ｍ
代表的な断面

【現況】
946台／日
（0.10）

【将来】
1,954台／
日（0.20）

大町1
～
大町3

廃止 終点側大町区間は、整備
に当たっては用地補償等を
要するが、周辺の交通は他
の路線で代替可能であり、
将来交通量も多く見込まれ
ないことから、廃止の方向で
検討を進める。

現況用地幅員：12.0～14.75ｍ
現況道路幅員：11.0～11.5ｍ
代表的な断面

－

【現況】
826台／日
（0.09）

【将来】
385台／日
（0.04）

16,000

2,500
2,500

3,0003,000

2,500

2,500

11,500

750

2,0003,0003,0002,000

750

20,000

4,000
1,500

3,0003,000
1,500

4,000 1,500 1,500
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路
線
Ｎｏ

区間
整備方向性
及び計画変
更内容

路線の必要性検証 計画変更・廃止・存続区間
の現況断面

計画変更・新設・存続断面
交通量
（混雑度）

②
大
通

空知町
～
屯田町
西2

存続
（整備済）

当該区間は今後も主要幹
線道路（広域都市軸）として
のネットワーク確保が必要。

現況道路幅員：27.0～35.0ｍ
代表的な断面

3,500

1,500

3,500 3,500

27,000

1,500 3,500

1,500

1,5003,500 3,500

－

【現況】
25,430台／
日（0.88）

【将来】
23,146台
／日（0.80）

屯田町
西2
～
江部乙
町13

計画変更
（計画幅員
33.0ｍを26.8
ｍに変更）

当該区間は円滑かつ安全
な広域移動に必要な幅員で
整備を図る方向で検討を進
める。

現況用地幅員：27.3～27.3ｍ
現況道路幅員：13.5～22.0ｍ
代表的な断面

【現況】
27,761台／
日（0.63）

【将来】
29,948台／
日（0.68）

③
一
丁
目
通

流通団
地2
～
泉町2

存続
（整備済）

当該区間は今後も都市内
幹線道路（都市骨格軸）とし
てのネットワーク確保が必
要。

現況道路幅員：18.0～22.0ｍ
代表的な断面

－

【現況】
4,527台／
日（0.63）

【将来】
4,914台／
日（0.68）

泉町2
～
泉町2

計画変更
（計画幅員
18.0ｍを 14.0
ｍに変更）

未整備区間については、
他の補助幹線街路と接続し
ており、路線の接続性を確保
する必要があるが、現計画
幅員での整備が困難である
ことから、計画幅員を 14.0m
に変更し整備を図る方向で
検討を進める。

現況用地幅員：14.5～16.5ｍ
現況道路幅員：11.0～16.3ｍ
代表的な断面

【現況】
3,159台／
日（0.44）

【将来】
3,138台／
日（0.44）

③
二
丁
目
通

黄金町
東1
～
黄金町
東1
（国道１
２号以
東）

存続 当該区間は周辺地域にお
ける安定した歩行及び車両
空間の確保を要することか
ら、現計画どおり存続とし、
整備を図る。

現況用地幅員：14.54ｍ
現況道路幅員：12.25～13.5ｍ
代表的な断面

【現況】
6,812台／
日（0.95）

【将来】
7,025台／
日（0.88）

12,500

1,500
1,250

3,0003,000
1,250

2,500

14,000

2,500
1,500

3,0003,000
1,500

2,500

18,000

3,500

2,500

3,0003,000

2,500

3,500

18,000

3,500

2,500

3,0003,000

2,500

3,500

2,500

2,000

3,500

15,000

3,500

2,000

2,500

2,750 3,000

13,500

3,000

1,000 1,000

2,750

3,000

1,000

3,500 3,500

26,750

1,250 3,000

1,000

1,2503,500 3,5002,250
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路
線
Ｎｏ

区間
整備方向性
及び計画変
更内容

路線の必要性検証
計画変更・廃止・存続区間

の現況断面
計画変更・新設・存続断面

交通量
（混雑度）

③
二
丁
目
通

黄金町
西1
～
幸町4

（国道１２
号以西）

廃止 本区間は一部を除き国道
12号以東区間よりも広い車
両空間を有しており、都市計
画道路としての代替機能を有
していることから、市道として
必要な整備を図る方向で検
討を進める。
なお、現況幅員で交通機
能への支障はないが、円滑
な通行を確保するため、踏切
改良等の対策について検討
を要する。

現況用地幅員：14.5～18.0ｍ
現況道路幅員：14.0～15.0ｍ
代表的な断面

－

【現況】
6,812台／
日（0.95）

【将来】
7,025台／
日（0.88）

④
三
丁
目
通

南滝の
川
～
二の坂
町東1

存続
（整備済）

当該区間は今後も都市内
幹線道路（都市骨格軸）とし
てのネットワーク確保が必
要。
他の路線（西二号通、西大
通、東大通、東三号通）と環
状道路を形成し、都市内移動
の高速化、円滑化を図る。

現況道路幅員：18.0～18.0ｍ
代表的な断面

－

【現況】
3,596台／
日（0.50）

【将来】
2,813台／
日（0.39）

二の坂
町西1
～
泉町

存続 ＪＲ函館本線との立体交差
整備に多額の費用を要する
が、圏域の骨格道路網を成
す幹線道路であること、かつ
近隣市町へと繋がる広域道
路でもあることから、未整備
区間は現計画どおり存続と
し、整備を図る。
なお、立体交差部は現行
の構造令等を踏まえ、幅員、
勾配等の検討を要する。

現況用地幅員：14.54ｍ
現況道路幅員：12.0～14.1ｍ
代表的な断面

【現況】
3,751台／
日（0.52）

【将来】
2,914台／
日（0.40）

⑤
西
二
号
通

有明町6
～

有明町2
（国道

451号以
南）

廃止 有明町区間は、現道及び
他の市道で地区内の交通処
理が賄えることから、廃止す
る方向で検討を進める。

現況用地幅員：0～18.0ｍ
現況道路幅員：0～18.0ｍ
代表的な断面

－

※現道なし

有明町2
～
西町4

存続
（整備済）

当該区間は今後も都市内
幹線道路（都市骨格軸）とし
てのネットワーク確保が必
要。
他の路線（西二号通、西大
通、東大通、東三号通）と環
状道路を形成し、都市内移動
の高速化、円滑化を図る。

現況道路幅員：18.0～18.0ｍ
代表的な断面

－

【現況】
3,570台／
日（0.50）
【将来】
3,156台／
日（0.49）

12,000

2,500
1,000

3,0003,000
1,000

1,500

15,000

2,000
2,500

3,0003,000
2,500

2,000

18,000

2,500

1,500

3,0003,000

1,500

2,500 2,0002,000

18,000

4,500
1,500

3,0003,000
1,500

4,500

2,250

1,500

3,000

18,000

3,0002,500 2,500

1,500

2,250

2,250

1,500

3,000

18,000

3,0002,500 2,500

1,500

2,250
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路
線
Ｎｏ

区間
整備方向性
及び計画変
更内容

路線の必要性検証
計画変更・廃止・存続区間

の現況断面
計画変更・新設・存続断面

交通量
（混雑度）

⑤
西
二
号
通

泉町
～
幸町3

存続 泉町区間は、圏域の骨格
道路網形成を図るため、現計
画どおり存続とし、整備を図
る。

現況用地幅員：14.5ｍ
現況道路幅員：11.5～12.8ｍ
代表的な断面

【現況】
3,751台／
日（0.52）
【将来】
3,879台／
日（0.40）

幸町3
～
泉町

存続
（整備済）

当該区間は今後も都市内
幹線道路（都市骨格軸）とし
てのネットワーク確保が必
要。
他の路線（西二号通、西大
通、東大通、東三号通）と環
状道路を形成し、都市内移動
の高速化、円滑化を図る。

現況道路幅員：18.0～18.0ｍ
代表的な断面

－

【現況】
5,034台／
日（0.69）
【将来】
3,959台／
日（0.54）

⑥
東
一
号
通

大町4
～
朝日町
東1

廃止 未整備区間はJRとの立体
交差整備を要するが、同区間
の交通機能を他の路線で担
うことが可能であり、計画ど
おり整備をする必要性は低い
ことから、当該区間は廃止す
る方向で検討を進める。

現況用地幅員：16.0～18.0ｍ
現況道路幅員：7.0～18.0ｍ
代表的な断面

－

※未整備区
間により算
出不能

朝日町
東1
～
一の坂
町東3

存続
（整備済）

都市内幹線道路と都市公
園（滝の川公園）とのアクセス
路線として、歩行等空間の確
保を要する。

現況用地幅員：18.0～18.0ｍ
代表的な断面

－

【現況】
2,615台／
日（0.36）

【将来】
2,598台／
日（0.36）

⑦
西
泉
通

幸町1
～
西町1

廃止 起点部南北区間は交通量
も少なく、近隣に並行する他
の幹線道路で交通機能を賄
えることから、当該区間は廃
止する方向で検討を進める。

現況用地幅員：14.5～16.0ｍ
現況道路幅員：6.8～16.0ｍ
代表的な断面

－

【現況】
638台／日
（0.09）

【将来】
1,032台／
日（0.14）

西町1
～
西町5

存続
（整備済）

駅西部住宅地域内の交通
網形成はもとより、路線として
の連続性確保を図る必要が
ある。

現況道路幅員：16.0～16.0ｍ
代表的な断面

－

【現況】
3,735台／
日（0.52）

【将来】
4,195台／
日（0.58）

18,000

4,500
1,500

3,0003,000
1,500

4,500

18,000

4,500
1,500

3,0003,000
1,500

4,500

11,750

2,250
1,750

3,0003,000
1,750

18,000

2,500

1,500

3,0003,000

1,500

2,500 2,0002,000

18,000

2,500

1,500

3,0003,000

1,500

2,500 2,0002,000

7,500

750

3,0003,000

750

2,000

1,500

3,000

16,000

3,000 1,500 2,0001,500

1,500
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路
線
Ｎｏ

区間
整備方向性
及び計画変
更内容

路線の必要性検証 計画変更・廃止・存続区間
の現況断面

計画変更・新設・存続断面 交通量
（混雑度）

⑦
西
泉
通

西町5
～
扇町1

計画変更
（計画幅員１
６.０ｍを１４.０
ｍに変更）

西町地区東西区間は現計
画幅員での整備が困難なた
め、計画幅員を14.0mに変更
し整備を図る方向で検討を進
める。

現況用地幅員：14.5～16.0ｍ
現況道路幅員：9.25～16.0ｍ
代表的な断面

【現況】
1,390台／
日（0.19）

【将来】
2,602台／
日（0.36）

扇町1
～
扇町3

存続 当該区間は一部歩道が未
整備であり、地区内歩行空間
確保のため、現計画どおり存
続とし、整備を図る。

現況用地幅員：16.0ｍ
現況道路幅員：10.5～15.0ｍ
代表的な断面

【現況】
4,735台／
日（0.66）

【将来】
4,517台／
日（0.63）

扇町3
～
泉町2

存続
（整備済）

駅西部住宅地域内の交通
網形成はもとより、路線として
の連続性確保を図る必要が
ある。

現況道路幅員：16.0～16.0ｍ
代表的な断面

－

【現況】
3,159台／
日（0.44）

【将来】
3,138台／
日（0.44）

西町1
～
西町1

新設 住居系地区と都市機能拠
点との連携を高めるため、整
備済地点から西大通に接続
する区間（現道幅員21.8m）を
新たに都市計画道路として位
置付ける。

現況用地幅員：22.0ｍ
現況道路幅員：21.8ｍ
代表的な断面

【現況】
336台／日
（0.05）

【将来】
86台／日
（0.01）
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路
線
Ｎｏ

区間
整備方向性
及び計画変
更内容

路線の必要性検証
計画変更・廃止・存続区間

の現況断面
計画変更・新設・存続断面

交通量
（混雑度）

⑧
西
一
号
通

本町1
～
本町4

存続 当該区間を現計画どおり
存続とし、栄通、西大通、高
校通との市街地中心部の道
路網整備を図る。

現況用地幅員：14.5ｍ
現況道路幅員：13.0ｍ
代表的な断面

【現況】
4,196台／
日（0.58）

【将来】
4,170台／
日（0.58）

本町4
～
朝日町
西4

廃止 JR根室本線との立体交差
整備や道路拡幅整備を要す
るが、現道機能で周辺の交
通処理を賄うことが可能であ
ることから、当該区間は廃止
する方向で検討を進める。

現況用地幅員：9.1～16.5ｍ
現況道路幅員：7.75～14.5ｍ
代表的な断面

－

【現況】
2,699台／
日（0.37）

【将来】
1,767台／
日（0.25）

⑨
東
四
丁
目
通

二の坂
町東4
～
二の坂
町東4

存続
（整備済）

近隣住宅地内から幹線道
路への接続道路として、地域
内で発生する交通を捌くた
め、本路線を補助幹線街路と
して位置付ける必要がある。

現況道路幅員：16.0ｍ
代表的な断面

－

【現況】
2,697台／
日（0.37）

【将来】
3,179台／
日（0.44）

二の坂
町東4
～
二の坂
町東4
（国道12
号）

計画変更
（計画幅員１
６.０ｍを１４.０
ｍに変更）

未整備区間は学校敷地と
河川敷地に挟まれており、計
画幅員での整備が困難であ
るが、現道機能で交通処理
に支障がないことから、計画
幅員を14.0mに変更する方向
で検討を進める。

現況用地幅員：14.0ｍ
現況道路幅員：14.0ｍ
代表的な断面

【現況】
2,997台／
日（0.42）

【将来】
3,466台／
日（0.48）

⑩
西
四
丁
目
通

二の坂
町西4
～
二の坂
町西4

廃止 現況では計画幅員での敷
地が確保できていないもの
の、路線近隣における将来
交通量増加や宅地拡大は見
込まれないことから、都市計
画道路として廃止する方向で
検討を進める。

現況用地幅員：14.5ｍ
現況道路幅員：6.5～9.6ｍ
代表的な断面

－

【現況】
743台／日
（0.10）

【将来】
509台／日
（0.07）
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路
線
Ｎｏ

路線名
整備方向性
及び計画変
更内容

路線の必要性検証
計画変更・廃止・存続区間

の現況断面
計画変更・新設・存続断面

交通量
（混雑度）

⑪
五
丁
目
通

滝の川
町西4
～
滝の川
町西4

廃止 現況では計画幅員での敷
地が確保できていないもの
の、路線近隣における将来
交通量増加や宅地拡大は見
込まれないことから、都市計
画道路として廃止する方向で
検討を進める。

現況用地幅員：14.5ｍ
現況道路幅員：7.5～14.0ｍ
代表的な断面

－

【現況】
1,570台／
日（0.22）

【将来】
594台／日
（0.08）

⑫
団
地
通

滝の川
町東1
～
滝の川
町東2

廃止 当該路線は、現道機能で
周辺の交通処理を賄えてお
り、当該路線を廃止しても道
路密度や配置バランスにも影
響しないことから、都市計画
道路として廃止する方向で検
討を進める。

現況用地幅員：14.0～14.5ｍ
現況道路幅員：12.8～13.0ｍ
代表的な断面

－

【現況】
1,198台／
日（0.17）

【将来】
1,251台／
日（0.17）

⑬
十
二
丁
目
通

江部乙
町西12
～
江部乙
町西12
（国道12
号以西）

計画変更
（国道１２号
以西）

（計画幅員１
８.０ｍを１４.０
ｍに変更）

当該路線は、大通とともに
江部乙地区内の交通軸を形
成する路線であるが、計画ど
おりの整備に当たっては用地
補償に費用を要するが、当該
区間は交通量も少なく現道
（幅員 14.5m）で交通機能に
支障がないことから、計画幅
員を14.0mに変更する方向で
検討を進める。

現況用地幅員：14.5ｍ
現況道路幅員：14.5ｍ
代表的な断面

【現況】
716台／日
（0.10）

【将来】
1,631台／
日（0.17）

江部乙
町～
江部乙
町東12
（国道12
号以東）

存続
（国道１２号
以東）

隣接の赤平市へと繋がる
都市幹線道路（中空圏域交
流軸）としての機能も有して
おり、現計画どおり存続とし、
整備を図る。

現況用地幅員：16.0ｍ
現況道路幅員：12.5ｍ
代表的な断面

⑭
十
三
丁
目
通

江部乙
町～
江部乙
町西13

廃止 当該路線は、交通量も少
なく現道で交通機能を賄えて
おり、都市計画道路として廃
止する方向で検討する。

現況用地幅員：14.5ｍ
現況道路幅員：7.5～12.3ｍ
代表的な断面

－

【現況】
473台／日
（0.07）

【将来】
507台／日
（0.07）

14,000

2,500
1,500

3,0003,000
1,500

2,500

13,000

2,500
1,000

3,0003,000
1,000

2,500

14,500

2,750
1,500

3,0003,000
1,500

2,750

14,000

2,500
1,500

3,0003,000
1,500

2,500

18,000

4,500
3,0003,000

4,500

1,5001,500

12,250

2,750
1,000

3,0003,000
1,000

1,500

12,500

750

3,5003,0003,0001,500

750



- 44 - 
 

路
線
Ｎｏ

路線名
整備方向性
及び計画変
更内容

路線の必要性検証
計画変更・廃止・存続区間

の現況断面
計画変更・新設・存続断面

交通量
（混雑度）

⑮
東
一
線
通

江部乙
町東12
～
江部乙
町東12

廃止 当該路線は、交通量も少
なく現道で交通機能を賄えて
おり、都市計画道路として廃
止する方向で検討する。

現況用地幅員：14.5ｍ
現況道路幅員：8.5ｍ
代表的な断面

－

【現況】
1,315台／
日（0.18）

【将来】
1,121台／
日（0.16）

⑯
滝
川
停
車
場
線

栄町2
～
栄町1

新設 当該路線は、現道（幅員
20.0m）を中心市街地内から
主要国道に接続する補助幹
線道路として、新たに位置付
ける。

現況用地幅員：20.0ｍ
現況道路幅員：20.0ｍ
代表的な断面

【現況】
2,246台／
日（0.28）

【将来】
2,612台／
日（0.33）
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都市計画道路見直し検討後の道路体系
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６ 今後の進め方

今後は、５見直し検討路線の方向性(P36～45)により「変更」又は「廃止」の方向性が示された路線（区
間）については、関係地権者や道路周辺の地域住民を対象に説明会を開催し、合意形成を図った上で都市

計画変更の手続きを進め、「変更」又は「廃止」が都市計画決定されます。

■概ねの作業スケジュール

見直し方針（案）の公表見直し方針（案）の公表

見直し方針の策定・公表見直し方針の策定・公表

個別路線の検討個別路線の検討

都市計画変更（素案）の作成都市計画変更（素案）の作成

都市計画変更（案）の作成都市計画変更（案）の作成

都市計画変更手続き都市計画変更手続き

都市計画決定（変更、廃止）都市計画決定（変更、廃止）

変更、廃止

情報提供・意見聴取・合意形成

パブリックコメント

説明会開催

縦覧

縦覧

見直し方針（素案）の作成見直し方針（素案）の作成
都市計画審議会

市議会

平成２１～２２年度 平成２２～２３年度 平成２３～２４年度 平成２４年度～

見直し方針（素案）の作成

見直し方針（案）の公表

見直し方針の策定・公表

個別路線の検討

都市計画変更（素案）の作成

都市計画変更（案）の作成

都市計画変更手続き

都市計画決定（変更、廃止）
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Ⅳ 整備計画

滝川市の都市計画道路の整備に当たっては、都市計画決定（変更）後、地域の現況等を考慮し、優先度や

選定基準等を判断しながら整備プログラムを作成し、計画的な整備を図ります。

■おおおむね１０年以内に整備着手を目指す都市計画道路

・大通 （国道１２号 北滝の川～江部乙町十三丁目区間）

・十二丁目通 （道道江部乙赤平線）

・二丁目通 （黄金町東～国道１２号交点区間）

・西二号通 （泉町区間）

・西泉通 （西二号通～扇町区間）

・三丁目通 （国道１２号交点～泉町区間）

■課課題を検証し整備着手を目指す都市計画道路

・東大通 （国道３８号 東滝川区間）

・中央通 （花月町～明神町区間）

・一丁目通 （泉町区間）

・西一号通 （本町区間）

その他未整備区間については、都市計画の見直し、財政状況、整備手法を含め整備の方向性について検

討し、早期に地域との合意形成を図ります。
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参考 「滝川都市計画道路見直し検討協議会」

協議会設立趣旨

滝川都市計画を構成する滝川市と新十津川町では、近年の人口減少や中心市街地の衰退をはじめとする地

域社会情勢を踏まえた将来計画の見直しが求められており、都市計画道路においても、公共投資の抑制が長期

化し建設事業費の確保が難しいことから、整備に着手できない状況が続いております。

一方で、都市計画決定された区域は建築制限が課せられるなど、長期未着手による地権者の生活や土地の有

効利用への影響が指摘されています。

このような状況を踏まえ、これからの両市町の都市計画道路のあり方について目指すべき方向性を示し、今後

の人口減少・高齢化や過度の自動車依存からの脱却など課題解決に向けた土地利用の見直しに合わせ、都市

計画道路の計画の必要性や事業の実現性等を総合的に点検・検証するため、平成 20年 8月に地域の関係団体、

道路管理者及び指導機関などで構成する「滝川都市計画道路見直し検討協議会」を設立し、都市計画の変更・廃

止を含めた見直しのための検討を行います。

協議会開催

第 1回 平成 20年 8月 19日(火) 11委員出席 都市計画道路及び未整備分の現況について

第 2回 平成 20年 10月 10日(金) 11委員出席 現地視察

第 3回 平成 21年 4月 7日(火) 9委員出席 路線別交通量（現況・将来）配分、見直しの考え方及

び方向性の検討

第 4回 平成 21年 10月 21日(水） 12委員出席 見直しの考え方及び方向性の検討

協議委員 （平成２１年４月１日現在）

区 分 所 属 役 職 氏 名 備 考

１

利用者代表

北海道中央バス株式会社空知事業部 部長 久保田勝利

２ 空知ハイヤー協会（滝川地区） 副会長 高木 敏行 副会長

３ 札幌地区トラック協会滝川支部 支部長 福家 幹夫

４ 札幌地区トラック協会滝川支部 新十津川地区 菅原 盛雄

５ 道路管理者 札幌土木現業所滝川出張所 次長 佐久間 崇

６ 公安委員会 滝川警察署交通課 課長 重共 英俊

７

市 町 民

滝川市町内会連合会連絡協議会 会長 泉田 千一

８ 新十津川町行政区長会 会長 吉田 邦男 監査

９ 滝川建設協会建設委員会 副委員長 神部 俊克

10 北海道建築士会空知支部滝川分会 建築士 渡邉 園絵

11 学識経験者 札幌大学大学院経営研究科 教授 千葉 博正 会長

12
構 成 市 町

滝川市建設部 部長 大平 正一 座長

13 新十津川町建設課 課長 岩井 良道 副座長

事務局：滝川市建設部土木課都市計画室、新十津川町建設課都市管理グループ
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